
7月学院福音化、第4課 

 

 学院
がくいん

福音化
ふくいんか

、第
だい

4課
か

「福音
ふくいん

を持
も

つ者
もの

の聖霊
せいれい

の実
み

」です。 

 

ガラテヤ5:22ー23節
せつ

を読
よ

みます。 

22 しかし、御霊
み た ま

の実
み

は、愛
あい

、喜
よろこ

び、平安
へいあん

、寛容
かんよう

、親切
しんせつ

、善意
ぜ ん い

、誠実
せいじつ

、 

23 柔和
にゅうわ

、自制
じ せ い

です。このようなものに反対
はんたい

する律法
りっぽう

はありません。 

 

 今日
き ょ う

の本文
ほんぶん

はよく知
し

っているみことばです。しかし、この本文
ほんぶん

だけを切
き

り離
はな

して見
み

る

と、福音
ふくいん

を持
も

つ者
もの

が生活
せいかつ

を通
とお

して結
むす

ばなければならない実
み

を並
なら

べて書
か

いてあると勘違
かんちが

いす

るかも知
し

れませんが、パウロがこれまで律法
りっぽう

主義
し ゅ ぎ

に陥
おちい

ったガラテヤ教会
きょうかい

の聖徒
せ い と

たちに

訴
うった

えた内容
ないよう

を考
かんが

えれば、私
わたし

たちにそのような実
み

を結
むす

ぶことを望
のぞ

む言葉
こ と ば

ではないことが

分
わ

かります。 

 

 22節
せつ

の始
はじ

まりに「しかし」という接続詞
せつぞくし

を使
つか

って、19節
せつ

の「肉
にく

の行
おこな

い」と「聖霊
せいれい

の

実
み

」を対比
た い ひ

して説明
せつめい

しています。つまり、肉
にく

に属
ぞく

する者
もの

とは対照的
たいしょうてき

に、聖霊
せいれい

の人
ひと

はどん

な者
もの

なのかを説明
せつめい

しています。聖書
せいしょ

は、神様
かみさま

の霊
れい

がともにおられない者
もの

たちを「肉
にく

」と言
い

います（創
そう

6:3 そこで、主
しゅ

は言
い

われた。「わたしの霊
れい

は、人
ひと

のうちに永久
えいきゅう

にとどまるこ

とはない。人
ひと

は肉
にく

にすぎないからだ。だから、人
ひと

の齢
よわい

は百二十年
ひゃくにじゅうねん

にしよう。」） 

 

「実
み

」と翻訳
ほんやく

したギリシャ語
ご

「カルフォス(καρπος)」という名詞
め い し

の前
まえ

に「ホ(ὁ)」と

いう定冠詞
ていかんし

を付
つ

けています。つまり、単数
たんすう

名詞
め い し

として「その実
み

」と言
い

わなければなりませ

ん。そして、続
つづ

いての＇聖霊
せいれい

（トゥプニューマトゥス）＇を主格
しゅかく

として書
か

いています。こ

れらの文章
ぶんしょう

を正
ただ

しく翻訳
ほんやく

すれば「聖霊
せいれい

が結
むす

ばれるその実
み

」となります。したがって、23

節
せつ

までに並
なら

べて書
か

いてある性質
せいしつ

は、9つのそれぞれの実
み

ではなく、聖霊
せいれい

が結
むす

んだ一
ひと

つの実
み

であるということです。それでは、聖霊
せいれい

が結
むす

ぶその実
み

がどんなものなのかをもう少
すこ

し調
しら

べ

てみましょう。 

 

 第一
だいいち

コリントで復活
ふっかつ

したイエス・キリストを「眠
ねむ

った者
もの

たちの初穂
は つ ほ

」と記録
き ろ く

していま

す。 



 

１コリ15:20，23 

20 しかし、今
いま

やキリストは、眠
ねむ

った者
もの

の初穂
は つ ほ

として死者
し し ゃ

の中
なか

からよみがえられました。 

23 しかし、それぞれに順序
じゅんじょ

があります。まず初穂
は つ ほ

であるキリスト、次
つぎ

にその来臨
らいりん

のとき

にキリストに属
ぞく

している人
ひと

たちです。 

 

そしてローマ人
びと

への手紙
て が み

では、神
かみ

の御霊
み た ま

に導
みちび

かれる人
ひと

は神
かみ

の子
こ

であり、そのような神
かみ

の

子
こ

を指
さ

して「御霊
み た ま

の初穂
は つ ほ

をいただいている私
わたし

たち」と言
い

います。 

 

ローマ8:14  神
かみ

の御霊
み た ま

に導
みちび

かれる人
ひと

はみな、神
かみ

の子
こ

どもです。 

ローマ8:23 それだけでなく、御霊
み た ま

の初穂
は つ ほ

をいただいている私
わたし

たち自身
じ し ん

も、子
こ

にしていた

だくこと、すなわち、私
わたし

たちのからだが贖
あがな

われることを待
ま

ち望
のぞ

みながら、心
こころ

の中
なか

で

うめいています。 

 

ですから、今日
き ょ う

の本文
ほんぶん

であるガラテヤ5:22で言
い

われる聖霊
せいれい

の実
み

は、すなわち、復活
ふっかつ

の初穂
は つ ほ

となったイエス・キリストを言
い

うことであり、そのひとり子
ご

を通
とお

して表
あらわ

れた神様
かみさま

の愛
あい

、

喜
よろこ

び、平安
へいあん

、寛容
かんよう

、親切
しんせつ

、善意
ぜ ん い

、誠実
せいじつ

、柔和
にゅうわ

、自制
じ せ い

によって救
すく

われたキリストと連合
れんごう

さ

れた者
もの

、つまり福音
ふくいん

を持
も

つ者
もの

のことを言
い

っているのです。そこで4課
か

のタイトルを「福音
ふくいん

を持
も

つ者
もの

が聖霊
せいれい

の実
み

」と慎重
しんちょう

に修正
しゅうせい

してみます。 

 

 人
ひと

は神様
かみさま

とともにいる時
とき

こそ、生育
せいいく

、繁栄
はんえい

、充満
じゅうまん

できる存在
そんざい

であり（創
そう

1:27-28）、

神様
かみさま

から離
はな

れては自
みずか

らどんな実
み

をも結
むす

ぶことはできません。ヨハネ15:4-5を読
よ

みます。 

 

4 わたしにとどまりなさい。わたしもあなたがたの中
なか

にとどまります。枝
えだ

がぶどうの木
き

 

にとどまっていなければ、自分
じ ぶ ん

では実
み

を結
むす

ぶことができないのと同
おな

じように、あなたが

たもわたしにとどまっていなければ、実
み

を結
むす

ぶことはできません。 

5 わたしはぶどうの木
き

、あなたがたは枝
えだ

です。人
ひと

がわたしにとどまり、わたしもその人
ひと

に

とどまっているなら、その人
ひと

は多
おお

くの実
み

を結
むす

びます。わたしを離
はな

れては、あなたがたは

何
なに

もすることができないのです。 

 



 イエス様
さま

は枝
えだ

である私
わたし

たちが実
み

を結
むす

ぶことができるただ一
ひと

つの道
みち

を教
おし

えてくださいまし

た。それはぶどうの木
き

であるイエス様
さま

にくっついていることです。人間
にんげん

のどんな熱心
ねっしん

や

努力
どりょく

でも結
むす

ぶことができる実
み

はないということです。しかし、キリストの霊
れい

である聖霊
せいれい

が

私
わたし

たちの中
なか

に入
はい

って来
こ

られた事
こと

によって私
わたし

と皆
みな

さんは実
み

を結
むす

ぶことができる者
もの

となりま

した。神様
かみさま

が恵
めぐ

みで植
う

えてくださった聖
せい

なる種
たね

、イエス・キリストによって、死
し

んだ土
つち

で

あった私
わたし

たちを通
とお

して、芽
め

が出
で

て、花
はな

が咲
さ

き、実
み

が結
むす

ばれるようになったのです。 

 

 今回
こんかい

の4課
か

の内容
ないよう

を理解
り か い

するためには、かならず前
まえ

の2、3課
か

のみことばを黙想
もくそう

するよう

に願
ねが

います。 

 

 

 

 


